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第7章では、毛髪1 本の近接場評価について述べた。1.2 THz 以上で白髪と黒髪の透過スペクトルが異なる点やキュ
ーティクルの有無による保湿具合の時間変化に関する知見をテラヘルツ領域で初めて観測した結果について述べた。 
第8章では、微量液体の評価について述べた。測定専用のGaAs(110) 製テラヘルツチップを開発し、これを利用して
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(3) 開発したシステムの応用として、以下の 5種類のサンプルについて評価・検討を行っている。 
① テラヘルツメタマテリアル薄膜センサーの測定では、センサー部のサブテラヘルツ波長サイズの違いを共振
周波数の微小シフトを持って評価することができることを明らかにしている。 








⑤ 新奇材料として期待されているペロブスカイト型オスミウム酸化物（NaOsO3）微結晶の測定では、300 K の
室温における金属絶縁体転移由来のバンドギャップの僅かな開きを観測し、このような極微小な新材料の物
理現象について評価ができることを明らかにしている。 
 
以上のように、本論文は、レーザー走査型近接場テラヘルツ分光イメージングシステムの開発から、システムの様々
な応用利用の可能性まで幅広く研究を行った結果について述べたものである。特に、産業利用を意識したシステム設
計を行い、高速測定と高空間分解能画像取得を可能としており、開発したシステムが様々なサンプルの近接場テラヘ
ルツ評価に有効で、今後のこの分野の発展に寄与する可能性が大きい。よって本論文は博士論文として価値あるもの
と認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
